
第43回 龍頭が滝案内 

須佐神社から龍頭が滝までを歩いてみた（その４：後編・明治初期の松笠の道路） 

 明治９年(1876)頃の松笠村のことを記した「松笠村誌」には、松笠地内には、もう１本、「一等

里道」があったと書かれています。それが、⑤の「北方多根村境ヨリ南方穴見村境ニ至ル」道路

です。その距離は、⑥にあるように、「長貳里三丁四拾七間」です。１里＝3.93㎞、１丁＝109.1

ｍ、間＝1.82ｍ、とすると、２里３丁47間は、約8.27㎞。道路幅員は、「幅壱間三寸」ですか

ら、約1.82ｍです。 

「松笠村誌」には図面が添付されていないので、この道路のルートについては、想像するしか

ありませんが、多根村境から南に向かい、穴見村境に至るというのですから、重要な場所である

松笠天満宮の横を通って、北迫から滝谷川沿いに南に向かい、途中で別れて滝の上を通り、さら

に現在の飯石広域農道のルートをたどる形で、掛合町穴見の右谷に至る路線だと思われます。国

土地理院の地図を使って、多根地区境から穴見の穴見神社までの間を計測してみると、約8.3km

ですから、この見立てで間違いはなさそうです。 

さて、明治32年の大日本帝国陸地測量部の地図や公図を参考にしながら、「松笠村誌」が伝え

る、「一等里道」と「支道」（枝道）とを、大雑把ですが、国土地理院の地図の上に落としてみま

した。赤線が「一等里道」、緑線が「支道」です。右下の写真は「松笠村誌」の道路の箇所です。 

これらの道が、今の姿になるには、150年もの長い時間が必要でした。 

【資料：松笠村誌】①松笠村道一等里道ニ属ス 西方原田村境ヨリ東方掛合村境ニ至ル ②長

壹里拾三丁四拾七間三尺 ③幅壹間貳寸 馬踏壱間貳寸 道敷壱間三寸 並木ナシ ④字長雲庵

ヨリ北ニ折レ支道アリ 字猴渉リヨリ北ニ折レ支道アリ ⑤松笠村道一等里道ニ属ス 北方多根

村境ヨリ南方穴見村境ニ至ル ⑥長貳里三丁四拾七間 幅壱間三寸 馬踏壹間三寸 道敷壹間三

寸 並木ナシ 

 

 

 


